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新しい世代

参考 新時代の子どもたちとの接触 ～小中学生へのインタビューとワークショップを通しての考察～

http://www.crn.or.jp/LABO/MEDIA/REPORT.HTM
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「子ども」と「メディア」

子どもとメディア研究室
http://www.crn.or.jp/LABO/index.html
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ホームページを作ろう（ＷＳ）

小中学生にとっての電子メディア
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ホームページを作ろう（ＷＳ）
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フラッシュで遊ぼう（ＷＳ）

電子メディアにおける世代間の感覚ギャップ
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フラッシュで遊ぼう（ＷＳ）

参考 「こがねいメディアキッズ Flash Movieを体験しよう」活動報告書

川上真哉（ＣＲＮ外部研究員）

http://www.crn.or.jp/LABO/MEDIA/REPORT.HTM

フラッシュ作品入り

http://dm.mw/040601/report/report.htm
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第３世代携帯電話の調査

子どものインターネット感
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第３世代携帯電話の調査 事例１

絵文字

文字の置き換えとしての使われ方

例）いっぱい 送っちゃおっと

何の 見てるの？

←いいな～これ

本当に だよ

じゃないよ

文の感情を表現する使われ方

例）感動ものでした

ありがとう

やばいよね

ばっちりだよ

グッドラック

文と同じ意味を持つ絵文字を単語の前後に使う、飾りとしての使われ方

例）時間だよ

鍛え上げた美になりましょ

ラッキー

おはよう
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第３世代携帯電話の調査 事例２
グループにおける特徴

東京都在住の高校2年生 女子3人

・絵文字を多く使っている。

・頻繁に写真や動画等、画像のやりとりを行っている。

・件名を付けることがほとんど無い。

・文の最後が、疑問符で終わることが多い。

・文が話し言葉。

岡山県在住の中学3年生 女子3人

・・絵文字を多く使っている。

・・平仮名が多く、漢字をあまり使わない。

・・文章無しで、写真だけのやり取りが行われることもある程、頻繁に写真や動画等、画像のやりとりを
行っている。

・・件名が非常に長い。件名が文章になっていることもあり、件名の中だけで、本文とは関係無い独立し
た内容であることもある。時には、件名だけで内容を伝えきってしまい、本文の方が短いこともある。

・・感嘆符（！）や疑問符（？）をテキスト打ちせずに、わざわざ絵文字を使っていることが多い。

・暗号と称して、当て字や絵文字による文章をやり取りし、遊んでいた。

・文が話し言葉。

・空欄を上手く使い、縦書きのメール文がある。

・（）を（ だけで使うことが多くある。
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第３世代携帯電話の調査 事例３
画像等

１．静止画

写していたものは、大きさや量を伝いたい場面や、自分の目の前の状況を伝えたい場面。

静止画被写体例）

テレビの画面・雑誌・広告・ＰＣの画面・携帯の待ち受け画面

マンガのコマ・部屋の様子・街・お店の様子・花・ちょうちょ

自分の顔・友達・ペット・キャラクター・食べ物

２．動画

静止画と異なり動画で写していたものは、被写体が動いているものや、自分が動いている場合が多かっ
た。音を伝えたいために写している場合や物を色々な角度から細部に撮りたい時に使われているように感
じた。

音を写したいとした意図がある場合を除き、動画を写している時に特に言葉で説明しながら写すことは
しておらず、無言で映像だけを写していることがほとんどであった。

動画被写体例）

テレビの画面・部屋の様子・物・文章・音が出るぬいぐるみ

走行している車から見える窓の外の風景・雨の様子

ペット・ホタル・キャラクター

動画を写すアングルは、全体写してからから細部を写していた。また、携帯に内臓されている機能のを使
い、動画にあわせた文字の挿入する等の加工もしていた。
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ＳＮＳ的コミュニケーション

重層コロニー的コミュニティと連続性
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ＳＮＳ
ソーシャルネットワークのサイト例

GREE（http://www.gree.jp/） Mixi（http://mixi.jp/）
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カフェスタ
カフェスタ（http://www.cafesta.com/）

携帯電話用

http://hp1.cafesta.com/hp/home.do?hpid=pyanko2004

参考 「子どもによるWEB活用事例調査」 川上真哉（ＣＲＮ外部研究員）

http://www.crn.or.jp/LABO/MEDIA/REPORT.HTM
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携帯電話の役割を再考する


